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附属物質設計評価施設 岡本 佳比古 

 

形式：東京大学 物性研究所 大講義室 おけ 対面方式と、ZOOM   オンライン方式のハイブリッド開催 

日時：2023年 5月 15日 13時～5月 16日 15時半 

提案者：岡本佳比古（東大物性研）、井手上敏也（東大物性研）、山浦淳一（東大物性研）、陰山洋（京大工） 

 

 物質を扱う研究にとって、これまでにない新物質や新材

料発見がもたらすインパクトが大きいということは、論を

またないと思われます。新しい物質や材料では、いままで

にない性質、現象、機能が発現し得て、これらが合成、計

測、理論にいたる広範囲で学問を発展させるとともに、次

世代の人材育成も促進します。現在、例えば強相関電子系

の分野では鉄系超伝導体の研究が落ち着きをみせ、次のブ

レークスルーを待っている段階にあるかもしれません。現

状を打破するために、各研究者によって新しい合成法や、

データ科学などに基づく新しい物質探索法、物質から新た

な一面を引き出すようなユニークな手法が試みられ、実際

に多くの発見が今も続いています。グラフェンをねじって

積み重ねることで現れる強相関電子相や、二酸化ハフニウ

ム薄膜における強誘電性、超高圧下における水素化物高温

超伝導などは、最近の新物質研究に現れたイノベーション

といえます。しかし、このようなイノベーションが、物質

を扱う幅広い研究分野のどの分野で生まれているのか、全

体像を把握することは容易ではありません。なぜかという

と、このような新物質・新材料の研究が、どちらかという

と出口となる機能や現象、対象とする物質系によって切り

分けられ、整理されることが多いためです。 

 そこで、さまざまな分野に点在する、広い意味での「新

物質」に関連する最近の物質研究に焦点を当てたワークシ

ョップを、2023 年 5 月 15 日と 16 日に、物性研究所大講

義室と ZOOM を用いたオンラインのハイブリッド方式に

より開催しました。革新的な物質合成法や新物質・新材料

の合成手法、既存の物質から新たな一面を引き出すような

独自の手法を用いて、最先端の物質研究を遂行されている

第一線の研究者に講演いただくことで、ワークショップの

参加者が、最近の物質研究に生み出されている新たな手法、

アプローチ、着眼点や方向性を把握できることを目指しま

した。物質設計評価施設が、今後どのようにして真に新し

い物質創製に寄与できるか、果たすべき役割や方向性につ

いての意見交換を行うことも本ワークショップの重要な目

的となっていて、そのためのセッションも設定されました。 

 ワークショップには145名もの多くの方の参加登録があ

り、45 名に現地参加いただきました。ワークショップの

当日は、新型コロナウイルス感染症による各種の制限が緩

和する過程にあり、例えば大講義室の人数制限がちょうど

解除されたタイミングでの開催でした。もう少し後日の開

催であれば、より多くの方に現地で参加いただけた可能性

もありましたが、それでもかなりの数の方に現地参加いた

だき、活発な議論が行われました。一方で、オンライン参

加された方を見渡すと、海外で研究されている日本人の研

究者など、対面のみの研究会では参加が難しかっただろう

方のお名前も多く見受けられ、ハイブリッド開催の有効性

も強く感じました。本ワークショップの講演は、若手から

シニアの先生まで全て招待講演の形で行われましたが、ど

の講演も素晴らしい成果で非常に面白く、また、今後の物

質研究にとって多くの示唆に富む内容であり、参加者にと

って有意義なワークショップとなったのではないかと期待

します。講演いただいた先生方に、改めて感謝申し上げま

す。なかでも、特別セッションにおいて、素晴らしい特別

講演をいただいた八木健彦先生、有意義なコメントをいた

だいた十倉好紀先生、有馬孝尚先生、松平和之先生には心

より御礼申し上げます。八木先生のご講演では、高圧分野

における、過去から現在に至る研究の発展がいかに著しい

ものであったか、また、その研究の発展とコミュニティの

協力体制や物性研の共同利用との関係を、感じ取ることが

できました。十倉先生のコメントは、物質設計評価施設へ

のコメントという形でいただいたものでありながら、その

次元を超えた大変貴重なものであり、これからの物質研究

や物性研究を担う全ての研究者へのメッセージでもあった

と理解しています。私を筆頭にワークショップの進行に拙

い点がみうけられ、参加者の皆様にはご迷惑をおかけしま

したが、このような有意義なワークショップを開催できた

ことを、全ての参加者とワークショップの運営に携わって

いただいた皆様に改めて御礼申し上げます。 

ISSP ワークショップ 
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プ  グ ラ ム 

5 月 15 日（月）13:00-17:55 

はじめに 岡本 佳比古 

所長挨拶 廣井 善二 

 

セッション１ 座長：山浦 淳一 

陰山 洋（京都大学） “応力を利用した新物質探索と制御” 

有馬 孝尚（東京大学） “メリライト型化合物におけるリエントラント反強磁性転移” 

荻野 拓（産業技術総合研究所） “多元系層状化合物の単結晶育成” 

岡本 佳比古（東京大学） “新奇 d 電子系物質の開拓” 

 

セッション２  座長：岡本 佳比古 

大場 史康（東京工業大学） “第一原理計算による窒化物･酸化物半導体の設計と新材料開拓” 

榮永 茉利（大阪大学） “高圧力がつくる水素化合物の高温超伝導” 

小正路 崚太郎（東京大学） “最密球充填構造と四元系水素化物の網羅的探索” 

山田 高広（東北大学） “ナトリウムを含む極性金属間化合物の合成と特性評価” 

十倉 好紀（理化学研究所/東京大学） “Complex tellurides and interface engineering for topological quantum 

  materials” 

 

5 月 16 日（火） 

セッション３  座長：大熊 隆太郎 

安田 憲司 (マサチューセッツ工科大学)“積層制御による二次元強誘電体の設計” 

井手上 敏也（東京大学） “ファンデルワールスナノ物質における対称性制御と非線形伝導” 

島崎 佑也（理化学研究所） “電気制御された半導体モアレ格子系における物性探索” 

 

特別セッション「物性研究所 附属物質設計評価施設の将来展望」座長：岡本 佳比古 

八木 健彦（東京大学名誉教授） “物性研と超高圧科学の発展” 

岡本 佳比古（東京大学） “物質設計評価施設の紹介と今後の役割について” 

山浦 淳一（東京大学） “物質設計評価施設の紹介と構造物性研究” 

コメント 

 

セッション４  座長：井手上 敏也 

山本 浩史（分子科学研究所） “構造キラリティに基づく新物性探索” 

飯村 壮史（物質・材料研究機構） “半導体および電気化学機能の化学” 

石川 孟（東京大学） “アニオン遷移金属を有するヨウ化物超伝導体の開拓” 

石渡 晋太郎（大阪大学） “計算・情報科学を活用した準安定ペロブスカイト型酸化物の高圧合成” 

 

おわりに 

 

初日（左）と二日目（右）のワークショップ会場の様子 

 


	ISSP ワークショップ｢新物質研究の最前線：特徴的なアプローチが導く新物性・新機能」開催報告（岡本 佳比古）



